
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生ごみの８割は水分です。食材はできるだけ濡らさないようにし、 

ごみ箱に捨てる前に、「ギュッ」と最後のひと絞り‼ 

 

１人１日ペットボトルキャップ２杯分（１０ｇ）  

水切りをすれば、年間約７５０ｔものごみの減量ができます。 

 

・買い物に行く前に、冷蔵庫をチェックし、既に購入している物を重複して買ってしまわない

よう気をつけましょう。 

・賞味期限、消費期限の確認を定期的に行いましょう。「毎月、〇日は賞味期限を確認する日

にする」など、毎月の習慣にしていきましょう。 

・外食では、食べきれる量を注文しましょう。 

・備蓄食料については、賞味期限が切れる前に食べるなどし、計画的に入れ替えましょう。 

３０１０（さんまるいちまる）運動を知っていますか？ 

３０１０運動とは、宴会における大量の食品ロスを減らすために、乾杯後の 30 分間は席を立たず

に料理を楽しみ、お開き前の 10 分間は自席に戻って、再度料理を楽しむというものです。現在、八

千代市を含め全国の自治体で推奨されています。 

  

生ごみの減量にご協力を 
 八千代市では、家庭から生ごみが年間約８，２００ｔ排出され

ます。これを少しでも減らすためには、皆様のご協力が必要です。

以下、皆様が実践できる生ごみ減量法を紹介します。 

やっち 

八千代市経済環境部クリーン推進課 

☎047-421-6768 

生ごみたい肥化容器は、微生物や菌の力で生ごみを分解し、たい肥化するので、容器に入

れた分生ごみが減量されます。また、乾燥式の生ごみ処理機は、投入した生ごみを約６分の

１の重さにします。 

生ごみたい肥化容器や生ごみ処理機、生ごみの減量には効果的です。 

水切り袋 

１１ 


